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要旨 
 
新大陸起源の栽培植物が旧大陸の文化要素にどのように取り込まれているのか、という視点で研究した

例は非常に少ない。そこで、中南米原産の唐辛子を例として、薩南諸島の人びとが新たな栽培作物をどの

ようにとらえて利用してきたのか、他地域と比較しながら明らかにした。 
 
 

はじめに 
 

唐辛子は中南米原産のナス科植物である。日本で栽培・利用されている唐辛子のほとんど

が植物学的にトウガラシに属するが、南西諸島や小笠原諸島では別種のキダチトウガラシも

栽培されている。薩南諸島では奄美群島にのみ上記の 2 種が分布している。日本を含めた  

旧大陸において、唐辛子は香辛料や野菜としてだけではなく、薬や毒、装飾、麹の材料や   

酒文化の儀礼、農耕儀礼の捧げ物や禁忌、精神高揚剤などにも利用されており、文化的に  

非常におもしろい作物である。そこで、薩南諸島における人と唐辛子の関わりを他地域と  

比較しながら明らかにしたい。 
 
 

地域特有の調味料 
 

奄美大島では唐辛子を酢に漬けた調味料「くっしょうず」が利用されており、土産物と  

しても販売されている。昔は漁師がこの調味料を持って漁に出掛けることもあったらしい。

与論島にも同じ調味料があり、「あーぐしゅぺー」と呼ばれている（山本 2016）。アジア・

オセアニアの幅広い地域において「酸っぱい」と「辛い」を合わせた調味料が利用されて   

いるが、日本においては奄美群島以外で「すっぱがらい」調味料はあまり知られておらず、

この地域特有の調味料といえるかもしれない。柑橘類の果汁を好む文化との関連性を今後 

調査する必要がある。 
奄美群島では唐辛子を焼酎に漬けて調味料として利用することもある。琉球諸島では泡盛

に唐辛子を漬けた調味料「コーレーグース」が麺類を食べるときに欠かせない。台湾でも  
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唐辛子を蒸留酒に漬けた調味料が利用されている（山本 2009）。唐辛子を蒸留酒に漬けて 

調味料とする例は他地域ではあまり知られておらず、奄美群島から台湾にかけての特異的な

利用方法の可能性が高い。 
 
 

薬としての唐辛子 
 

奄美大島では上記の焼酎・唐辛子調味料が内服薬（腹痛・風邪）や外用薬（痙攣）として

利用されている（山本 2016）。徳之島では胃病のときに「トウガラシ（コシュ）を焼酎に   

ひたしておき、水にうすめて飲む」ようで（徳之島民俗研究学会 1962）、琉球諸島や台湾  

でも同様に腹痛時に利用することが知られている（山本 2009）。中国では生薬を酒に漬けた

薬酒が古くから利用されており、日本でも江戸時代の本草学の書籍に薬酒が散見される。  

唐辛子を蒸留酒に漬けて薬として利用するのは、本草学の影響を受けている可能性がある。 
奄美大島では腹痛のときに薬を飲むようにして果実を飲むことがある（山本 2016）。沖永

良部島でもワタヤミ（腹痛）の時には「フシュ（からし）を食べればよい」とある（先田 1965）。
徳之島や琉球諸島では、腹痛のとき「卵にトウガラシを入れ卵やきにして食べたことがある」

（田畑 1979）、「トウガラシと卵を混ぜて、焼いて食べる」（前田・野瀬 1989）ようだ。   

唐辛子と卵の組み合わせは、九州以北の本土では未だ聞いたことがなく、奄美群島以南に  

おける独特の利用方法なのかもしれない。 
 
 

魔除け 
 

種子島では「こしょう（唐がらし）を軒にかけておくとはやり病気がこない」という魔除

けとしての利用方法がある（中種子町郷土誌編集委員会 1971）。茨城県や千葉県、新潟県、

長野県でもはやり病の魔除けとして戸口に唐辛子を吊るすことが知られている（斉藤 2010）。
はやり病に魔除けとして唐辛子を戸口に吊るすのは大隅諸島以南ではまだ確認できておらず、

北からの影響の可能性が高いと思われる。 
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